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小畑哲雄さんの歩み 日本とアジアの動き 

1927年 7月 大阪市内で生まれる。小学校卒業まで大阪に在住。 

 

1940 年 4 月 熊本県立熊本中学に入学（父が大阪での仕事をやめ、郷里熊本に帰ったため）。そこでの４

年半に及ぶ寮生活の経験が、以後の人生を決定した。 

1944年 10月 第 10期予科生徒として陸軍経理学校に入校。11月入校の陸士 61期生と同期の最後の「将

校生徒」であった。 

1945年 9月 敗戦により復員。 

1931年 9月 満州事変。日本の本格的な侵略戦争が始まる。 

1934年 6月 東郷平八郎（元帥海軍大将）の国葬。 

1937年 7月 盧溝橋事件。日中戦争が始まる。 

1940年 12月 西園寺公望（元首相、元老）の国葬。 

1941年 12月 日本がアメリカ・イギリスなどに宣戦布告（真珠湾攻撃とマレー侵攻）。 

1943年 6月 山本五十六（元帥海軍大将）の国葬。 

1945年 8月 広島・長崎に原爆投下。日本政府がポツダム宣言を受諾（敗戦）。 

1945年 10月 旧制第五高等学校（現在の熊本大学）文科に入学。 

1948年 7月 全国的に広がった「授業料値上げ反対闘争」に参加。それを契機に学生運動に参加。 

1949年 3月 五高を卒業。大学に進学せず、東京、熊本で様々な運動、活動に参加。 

1951 年 4月 京都大学文学部に入学、6 月京大同学会（全学自治会）執行委員に選ばれ、7 月に京都駅前

の丸物百貨店を会場に同学会主催で開かれる「綜合原爆展」の宣伝を担当。大津市内で宣伝中に大津市

警によって逮捕される。 

1951年 11月 「京大天皇事件」の 2日前に別件で逮捕拘留中であった小畑さんも処分を受ける。 

1953年 5月 同学会が再建され、再び執行委員に選出されるが、関西地方学生自治会連合委員長にも選出

され、関西全域で活動。 

1954年 9月 京大に在籍のまま、大阪の私立高校に教員として就職（旧制高校、専門学校卒業生には新制

中学・高校の教員免許がもらえた）。 

1946年 11月 日本国憲法が発布（1947年 5月に施行）。 

1947年 6月 日本教職員組合（日教組）が結成。 

1948年 9月 全日本学生自治会総連合（全学連）が結成。 

1949～50年 レッド・パージ。 

1949年 10月 中華人民共和国が建国。 

1950年 6月 朝鮮戦争が始まる。 

1951年 11月 京大天皇事件。これにより同学会は解散、役員 8名は無期停学処分。 

1952年 8月 『アサヒグラフ』8月 6日号が原爆被害を報道。 

1953年 11月 京大の学生デモ隊と警察が衝突（荒神橋事件）。 

1954年 3月 ビキニ環礁の水爆実験に日本のマグロ漁船が巻き込まれる（第五福竜丸事件）。この事件を

きっかけに原水爆禁止運動が盛り上がる。 

1955年 4月 大阪教職員組合私立学校部事務局長、日教組私学部役員となり、私学教職員組合運動にかか

わる。60 年、大阪私学教職員組合連合（現在は「大阪私学教職員組合」を結成、初代委員長（1 期）。

1968年再び委員長（9期）。1954年に結成された職場の組合は 1957年に分裂、少数派となったが、1979

年、多数派となる。 

 

1970年 日教組代表団の一員として北ベトナムを訪問。また関西勤労者教育協会、日本ベトナム友好協会

などの役員としても活動。 

1979年 大阪府高等学校演劇連盟委員長に（10期） 

1955年 4月 アジア・アフリカ会議（バンドン会議）。 

1959～60年 安保闘争。 

1961年 5月 アメリカのベトナム戦争介入が始まる。 

1964年 8月 トンキン湾事件をきっかけにアメリカのベトナム戦争介入が本格化する。 

1967年 2月 「建国記念の日」が復活。同年 10月、吉田茂（元首相）の国葬。 

1971年 4月 黒田了一が大阪府知事に就任（革新府政、1979年まで）。 

1972年 5月 沖縄の本土復帰。 

1973年 1月 アメリカがベトナムから撤退。 

1993年 大阪の私立学校を退職（65歳定年）。 

1995 年 かもがわブックレット『占領下の「原爆展」』を出版、それを契機に平和運動に活動の重心を置

くことになる。また、退職教職員の会の活動に参加、2014年 5月まで、大阪退職教職員の会副会長。 

現在 八幡平和委員会会長、京都平和委員会顧問、大阪私学退職者の会顧問、など。 

1990～91年 湾岸戦争 

2001年 9月 アメリカ同時多発テロ事件。アメリカはアフガン侵攻、イラク戦争を始める。 

2017年 7月 核兵器禁止条約が国連総会で採択（2021年に発効）。 

2022年 9月 安倍晋三（元首相）の国葬。 

 


